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アｰツ映像より見た南関東の断裂系

～とくに南北性断裂について～

1.まえがき

1972年7月24目に打上げられたいわゆる“アｰツ衛星"

の映像が自由に入手できるようになった.昨年12月中

旬その1部である関東中部および近畿地方をカバｰ

する映像カミ到着した.今回その1部を今まで地表地

質調査や在来の航空写真から調査した結果と対照してみ

た.その結果当然のことではあるか衛星からの映

像デｰタから得られた資料と非常によく調和した結果を

示してくれたばかりでなく従来の他の方法では得られ

なかった新←い重要なデｰタを提供していることカ主わ

かった.幸ごて衛星デｰタの地質構造調査への利用の

1例として･また地震予知や環境問題でさいきん話

題と在っている南関東地域の地質構造とくに断裂系に

ついてのノｰトとして以下とりあえず報告することに

する.

“アｰツ衛星"は正確には地球資源技術衛星(ERTS

=EarthResourcesTechno1ogySate11ite)と呼ばれる.

この衛星は1966年にアメリカ合衆国内務省によって公

表されたEROS(EarthResourcesObservationSate-

11ite)計圃の前段階としての実験衛星としての意味をも

っている.すなわちマｰキュリｰ計画(1958年10月

～1963年5月)やジェミニ計画(1964年4月～1966年11

月)の有人衛星から手持カメラで撮影された多くの地球

表面の写真によってこのよう衣宇宙高度からの観測が

地球環境および資源の調査･監視に非常にすぐれた利用

度カミあるものであることカミ判明し1960年4月から実用

段階に入っ大気象衛星によって全地球表面の反覆観測

とそのデ÷タと即時通信伝達が可能であることカ基実証

されこれらを組合せた実験衛星がアｰツであると理解

すればよい.

星野一男･松野久也

面走査方式の映像表示型センサｰであって4チャンネ

ル(緑:0.5～0.6赤:0.6～0.7近赤外:0.7～O.8お

よび近赤外:O.8～1.1μ)の映像デｰタ(第1図)が同時

に同一地域について得られるものである.

MSSでは衛星の軌道に沿ってその直下185たmの

幅について連続したふく射エネノレギｰ強度デｰタカミ得

られる｡このデｰタは一度ビデオテｰプに記録された

後地上ステｰションで受信され特別在処理装置によ

って70mmフィルム上に映像として表示される.

70mmフィルムに表示された映像の縮尺は1.:3,369,000

であってこれを通常の航空写真の区画(23cmx23cm)

に引伸すと縮尺1:1,000,000となる.これらの映像

の地上分解能は装置の機能とデｰタ獲得高度(910km)

とだけから算出すると約70mとなる.す荏わち地

球上の70m以上の大きさをもったものカミ識別されるので

あ戸･

この衛星の映像デｰタを利用するに当ってもう1つ

注意すべき重要な点は準回帰軌道太陽周期術屋であっ

て常に同じ地方時に赤道を横切る.したがって常

に同じ太陽照射条件で映像が得られる利点がある.わ

(･)(･)

現在アｰツの映像デｰタとして地球資源および環

境調査への応用研究のため広く一般に配布されている

ものはMSSチｰタと称せられるものである.ア_

ツには本来2つの映像表示型センサｰカミ搭載されてい

る.その1つはRBV(RetumBeamVidicon)カメ

ラすなわちテレビカメラであるカミ本装置は打上げ後第

146周目に電源に故障をおこして現在のところ作動し

ていない.MSS(Mu1t}Spectra1Scanner)は､対物

(b)=･'(d)

第1図ERTS映像(近畿麹方)次のような4波長帯域についての

映像が同時に送られる(原画は70㎜血フィルム).(a)緑:

O.5～O.6μ(MSS-4);(b)赤:O.6～O.7μ(MSS-5);

(c)近赤外:O.7～O.8μ(MSS-6);(d)近赤外:0.8～

エ.1μ(MSS-7)�
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NS系およびEW系カミある(正確な意味でそれぞれの走

向カミすべて南北あるいは東西ということを示すもので

はない).まだほぼ東西方向の逆断層系がありこの

逆断層系との前後関係からNSEW系とも逆断層系よ

り古いものと新しいものカミある.

衣笠らが分類した小断層系を一応上記の分類にあては

めるとすれぱNS系はA型およびB型に相当するであ

ろう.ただし第4図にみるように勝浦一大原の海

岸地帯ではA型の発達はあまりよくない上に走向カミB

型に近づくので両者を見分け難い.したがってこの

付近のみでは2つの型に分ける理由はないとも言えるカミ

内陸部ではA型とB型は走向の面で分れるので区別して

℀

､1■'.､ノ

1､･.〃ハｰノ

シ1

チ､刈･

い1.､･1･,1

おいた方カミよいと思われる.またあとで触れるよう

に成因的相違もあると考えられる.AB型の分布が

若い地層にC型の分布カミ古い地層にそれぞれ対照的

に発達していることから前者は後者よりも新しい断裂

系であることが考えられる.衣笠らはEW系カミもっ

とも新しいと述べているカミこの小断層灘は衣笠らも述

べているように勝浦付近に局限して発達した地層面に

直交する縦わり断層(crossfau1ts)であって上に述べ

たC型とは別のものではないかと筆者らは考える.

さて既資料はこのくらいにしてアｰツ衛星の映像を

眺めてみよう.

紙二淋

1級1.一.､鐵〆

正一.修一,､/へ

一フｰべ?ぺ

第3図通常の航空写真判読によって作られた房総半島中部g線型構造白石ら(1967)による

ナ

ナ

第4図第3図より

地表調査の結果をカロ咲して作られた同地城の断裂系系統図

白石ら(1967)よリ

第4図の範囲を拡大した写真が第5図

である.まず下端に東西方向

の2本の強い線形(photOgeO10gic

1ineament)カミみえる.保田一小

湊勝山一鳴川と走るこれらの線形

は古くから知られた清澄一旅名背

斜構造や嶺岡隆起帯中の断層灘を反

映するものでとくにこの写真に見

られる2本の線形はK舳班｡(1969)

に略図化されている鴨川地溝帯の南

北の両断層帯を現わすものであろう

(第7図).これらはおそらく縦ず

れ断層である(白石地1967;

K生NEK01969;松田1970).

平行する線構造がその付近でよく見

られる.

これは上でみたC型にほかならな

い.第4図に示されたパタｰンカミ

そっくりそのままに忠実にここに

再現されていることが注意す

ればすぐ読みとれるであろう.

たとえば保田と上総湊の中間

点から走向カミやや北1手偏って伸

びる様子清澄背斜付近から東

海岸の大東岬にかけて走向カミ東

西から東北東に変って行く様

子がアｰツ映像にもよく示され

ている.

次にその北方に移ってほぼ

北東一南西に走るこれも2本

の線形か顕著である.この線

形も第4図によく記載されてい

るものに一致する.す注わち

同図にA型として記されている

ものであってここでは上総�
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策5図アｰツ映像房総･三浦部分第2図Aの拡大回

湊付近から北東に伸びる帯と.茂原の南から南西に下る

帯と2本の発達部がすでに認められているがその場所

は今回衛星の映像上で読み取れる所とよく一致する.

衛星写真あるいは映像では普通の航空写真よりも一層大

きな範囲でかつ同一太陽照射条件での観察ができる点

に利点があるわけであるカミ面図のパタｰンを地質図と

対応させると興味あることにこれらはそれぞれ上総

層灘最上部(笠森層付近)および秋元互層離基底部(海

ケ瀬層)に相当することである(第6図).

このように見てくるとC型A型に属する断裂はい

ずれも地層の走向にほぼ平行していることカミわかる.

これは調査時にある程度予想されていたことであった

が今回アｰツ映像によって明瞭にされたわけで1つの

成果であるといえよう.

この種?割れ目はたとえば節理に対しては走向節理

(s虹ikejointsあるいは1ongitudina1joints)と呼ばれ

て地層走向に現われる性格の節理(たとえばBi11ings,

Structura1Geo1ogy,1961)とされているものと同じ種類

のもので堆積盆地において地層が沈積圧緊の過程を

進めて行く申に固化作用が進み割れ目カミできる条件が

熟したときに盆地内の走向に平行および直交する主

応力系下に生成された割れ目であると考えてよいであ

第4図と比較せよ

ろう.

残るB型はどうで

あろうか.第4図

では黒滝不整合よ

りも北部の方に広く

現われるのだがア

ｰツ映像ではむしろ

保田一小湊の線の北

側の清澄背斜部に強

く現われている.

しかし全体的に見

れば北方の上総層

灘中にも広く見るこ

とができる.ここ

でも第4図と第5図

のみごとな一致が見

られるわけである.

B型は茂原ガス田地

域まで追跡すること

ができ従来よりこ

の地域で知られてい

た南北性の正断層灘

(石印閏他1971)

と連続し同系統の

ものである.衣笠らがNS性とした東海岸の小層の多

くもB型に含まれるのであろう(一部はA型すなわち

走向性割れ目に入る可能性カミある).

以上で見るようにアｰツの映像によって判読できる断

裂系のパタｰンは従来の航空写真や地表調査によって

求められたパタｰンとまったく一致しておりさらに広

い範囲を均一往照明条件で見ることカミできるために従

､

㌧

ぎ

■

､

･〈ヘノ

｡'o
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第6図房総半島中部地質図S†総層群;丁上総層群;Tム周南

佐貫笹森長浜万周野良南の諸属;TB師ノ木台市

宿国本梅ケ瀬の諾層;Tc黄和田大田代層;E三浦層群

地名;㎜茂原d大東崎kt勝浦1㎝鳴川h保田

たs上総湊㎏木更津20万分のユ千葉県地質図(深田研編)

および三裂地(1973)より�



一6

来はっきりし在かったことももっと明確にする手カミか

りとなり得る可能性を秘めていることカミ解った.以上

をまとめるとAC型カミ地層の走向と密接に関係して

いるのに反してB型は地層構造とは無関係であり他

の原因が考えられなけれぱなら狂い.ところでアｰツ

映像にはこのB型走向(南北性)の線形がさらに明瞭

に現われている地域カミあるのである.

3.関東山地･富士川流域における南北

性断裂系

第2図Aは北は赤城榛名山および長野市の線から

南は箱根･富士そして酉は木曾山脈までの大きな地域

を含んでいるカミｰ見して関東山地や赤石山地に多く

の南北方向の断裂を示唆する線形がかなり細かく走って

いることに気づかれるであろう.従来から赤石山地に

は中央構造線(N10㌦)韮崎一静岡線(N5-8.W)

のような南北方向の構造線が走っていることは熟知され

ていたことであったが関東山地からはこのような構

造線ないし断層の類は知られてなかったといってよいで

あろう.関東山地で第1級の構造線と考えられたもの

たとえば御荷鉾線仏像線や山中地溝帯などはほぼN

70.W方向であってわずかに秩父盆地の両辺を限る断

層が南北方向である程度しか知られてい次かった.関

東山地の東縁は地形的に南北方向にほぼ直線状に切られ

ているのでここに南北性断層カミ存在する可能性は古く

から言われていたカ瀧定の域を脱しなかった.もちろ

んこれらの既知の構造線は映像に明確に現われている

のだカミ南北性の断裂はそれ以上に目立っている.ま

えがきに書いたように本映像では東西性のものが強調

される効果を持っており逆に南北性線形像はむしろ弱

められる性質のものである.にもかかわらずこれが

このように強くでているということは顕著な地体構造

を反映していると考え恋くてならない.それではこ

の南北性の断裂は何であろうか.まずその分布範囲を

写真上でもっとていねいに見てみよう.

関東山地一帯には音く非常に明瞭に分布している.

北は碓氷峠を越えて鼻曲山にまで延びている.南は相

模川(桂川)を越して丹沢山地に連続している.ま

た富士周辺の御坂･身延両山地にも分布している.

北方には高崎･熊谷を越え利根川を越して桐生付

近のおそらく洪積層を切っているのが観察される.し

かし足尾山地には発達していないようである.酉の

境界ははっきりし狂いが木曾山脈や松本東方の巨摩

山地に移るとあまりよく発達していたいように見受け

られる.こうしてみると

�

㈮

㌮

この南北1性の断裂は関東山地赤石山脈を中心に幅100～

150kmの範囲に顕著に発達している.

なお次の様な重要な特長がある.

浅間蓼科八ツ岳富士箱根の如き第四紀火山岩地帯

には見られない.

一般に中･古生層や変成岩中に非常に強く発達し中新統

鮮新統と時代が若く柱るにつれて弱くなる.沖積層分布

域にはほとんどみられない.

ここで南関東(フォッサ｡マグナを含む)地域におい

て従来の研究から知られているおも荏構造単元をみて

みよう.

�

南関東の主要構造と新潮の断裂系

南関東地域についての
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第9図南関東の活蕨層系KANEK0(1969)による

構造や断裂系のまとめは

地震予知研究の進展にと

もなって最近急激に増え

ている(たと完ば松囲

1970;村井1970;垣見

地1966;垣見1971;

垣見地1971;木村19

���㌻������

1971;三裂1973など).

また垣見衣笠木村

によってほぼこの地域全

体をカバｰする50万分の

1の地質構造図も1973

年にまとめられたばかり

である.これらの文献

によってアｰツの映像�
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と各地の断裂系との関係を検討してみよう.

第7図は趾胴K0(1969)によってまとめられた当時

までに知られた南関東の活断層である.また第8図は

三浦半島の拡大図である.三浦半島にはこのように西

北酉から東南東方向の何本かの右横ずれ断層がありそ

の1つの南下浦断層はここ3万年内に平均100年に3mm

の割合で垂直変動を行っている(垣見ほか1971).房

総半島中部で現在顕著な断層として認められるのは清

澄嶺岡丘陵の付近を東西に走る断層灘である.現在

これらの断層は縦ずれ成分の多い正断層であり地溝

(グラｰベン)構造を呈している.木村(1971)によ

ればこの断層灘に属する郡古断層は西方へ続き城ケ

島沖の陸棚斜面に追跡できる.

衛星映像でみるところでは三浦半島の右横ずれ断層で

示される断裂方向は房総半島ではC型断裂系へと連な

るように見受けられる.これは清澄嶺岡丘陵の正断

層灘が三浦半島の横ずれ断層灘に連荏るという意味では

なく両半島における三浦層群の走向カミ円周を描いてい

るかのように響曲しつつ違ってみえるということである.

三浦半島における西北西一東南東の断裂系は房総中部

におけると同様に地層走向とほぼ平行しており走向性

割れ目に起源を有する可能性カミきわめて大きい.しか

し個々の断裂は北武南下浦断層をのぞいては映像

上でそれほどはっきりと識別されるわけではない.

阯胴Ko(1971)は大磯から相模湾にかけて

の断裂系を第9図のようにまとめている.こ

の付近で大きな構造要素とされているのは松

田から国府津を走るいわゆる国府津一松田断層

である.国府津一松田断層は東側隆起のおそ

らく右ずれ成分を伴った逆断層(松田1970)
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第8図三浦半島の活断層系KA舳宜｡(1969)原

図松岡(1970)によるI衣笠断層;

巫北浦断層;皿武山断層;IV南下浦断

層;V引橋断層.

であって相模湾底では相模海溝に沿った海底断層崖と

して追跡できる(茂木1955).最近の音波探査によっ

てこの海底下断層の存在が確められた(木村1971).

木村(1971)はこの一帯の構造要素カミ糸魚川一静岡線

に匹敵する重要性を持つものとして相模構造線という名

を与えた.

いずれにせよこの一帯が過去の南関東における地震

活動の巣であったことは間違いのないところである.

1923年の関東大地震も震源カミ相模湾にあったことは当時

の'資料で明かにされていることだカミ最近金森安藤

(1973)は当時の波動デ㌧タと地殻変動デｰタを再検

討して第10図のように相模海溝に沿って北酉一南東に走

る断層が長さ85k㎜深さ55km傾斜北東に30物面で

水平変位右ずれで6m縦ずれ南側落ち3mの変動をし

たという推定をしている(測地モデノレ).このモデノレは

以前に在された地質的デｰタよりの予想とよく調和する

(松田1970;KムN肌01971).同じ関東大地震の時

に相模海溝から20良m離れた三浦半島で武山断層や南.

下浦断層に沿って丘SSureSや崩落が記録されていてこ

れらの右ずれ断層灘が深部で活動した可能性カミ考えられ

る.松田(1970)は三浦半島の横ずれ断層灘は独立

した地震発生源を形成し独自の発生周期をもつという考

えを述べている.

丹沢山地の東縁に沿って走る藤ノ木一愛川線は最近

佐藤ら(1973)により北方への延長も含めて鶴川破砕帯.
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大磯丘陵と相模湾の構造図

地形;4南相模層;5

･･､､､も勿､一概而･1

3千6

第9図

凡例;1等深線;2熔岩流;3デルタ状

1923年時の断層;6海底峯�
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第10図A関東大地震(1923)時の地震断層地震モデル金森ほか

(1973)による
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関東大地震(1923)時の地霧断層測地モデル金森ほか

(1973)による

鶏1ユ図関東山地北東部の断層大久保･堀口(1969)1こよる

と呼ばれた.この破砕帯の最近の運動は同じく右横

すべりと考えられ(佐藤ら同上)また国府津一松田

断層とほぼ平行した走向を持っている.

丹沢山地の付近ではこの他に東西性の断層･構造線

がある.同山地東南の秦野盆地では東西方向の渋沢断

層が南縁を走り地畳状の構造を作っている(K州弧0

1971).その西方に･走向ほぼ東西でいわゆる丹沢の逆

断層と呼ばれている断層灘がある.相模川の上流は相

模湖よりほぼ東西に向きを変えるが平行して古くから

桂川衝上断層と呼ばれている断層が走る.これらの構

造はアｰツ映像上でもよく認められる.いずれにして

も以上のように三浦半島から相模湾丹沢山地にかけて

従来認められている大き柱断層や最近の活断層は東西

北酉一南東あるいは西北酉一東南東であってアｰツ

映像で特に著しく認められる南北方向のものは存在しな

いかのようであるがこれは何を意味するのだろうか.

それでは多少意識的に南北方向の断裂系あるいはその

他の構造要素を探ってみよう.

南北方向の構造要素として最大のものは言うまでもな

く赤石山地を縦断する中央構造線と韮崎一静岡線であ

る.韮崎一静岡線と富士川にはさまれた地域は平行

した南北性の断層が数ヒ㎜間隔で網目状に走り.地層を分

断している.これらの断層は現在衝上断層であり断

層面は多くの場合40｡から6ぴ西へ傾き(垂直)変位は

1から5kmに達する(松田1961).

埼玉県秩父盆地に分布する第三紀層の東側西側はほ

ぼ南北性の正断層によって基盤岩類と接していることは

古くから知られている(たとえば第11図参照)一

もっとも興味ぶかいのは1930年(昭和5年)11月26

日の北伊豆地震のときに現われた伊豆半島の地震断層灘

である.このときの主断層というべきものは丹那断

層であって走向はほぼ南北で長さは断続しながらも約

20止mつづき変位が1から2mに及ぶ左ずれ水平断層

一

一

＼r二]
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第12図丹沢山地地蔵平付近の節理の方向頻度分布松田(1966)に一

よる(左)東部(右)西部�



ヤあった(田山1939第14図参照).これらカミ今まで

の資料から見た大きな南北性断裂構造である.関東山

地やフォッサ･マグナにおける断裂系の研究はいまだ非

常に少ないのだがこれまで発表されている文献を調べ

て見るともっと小さな構造要素でも南北性のものカミやは

りあるのである.最近の文献から例を挙げてみよう.

一策11図は最近刊行された5万分の1地質図幅“万場"

(大久保堀口1969)に添付された関東山地西部の地

質図であるカミ西北西一東南東に走る地層境界や断層と

ともに南北方向の断層カミ非常に多いことに気カミつかれる

であろう.大久保･堀口によれば南北方向の断層は酉

･北酉一東南東の構造要素を胴切りにしている.

KIMURA(1966)によれば韮崎一静岡線より西側の瀬

戸川層灘中の節理は3種類ある.N10.Eの走向で酉

に55｡傾くものN45.Eの走向で南に55｡傾くものお

よびN70.Wの走向も北へ70｡傾くものである.このう

ち後者の2種は主断層一先に出てきた南北方向の衝上断

層に斜交する.最初の一種は地層走向に対しても平行

である･これが主断層と平行し同一系統に属するも

のであることは先の松田(1961)の記載と比較しても明

らかであろう.

丹沢山地中にも南北方向の顕著な断裂が存在すること

を松岡(1966)は報告している.松田によればこの

丹沢山地のほぼ中央に当たる地域では岩脈節理小断

層などの方向は北東方向カミもっと

も多く次いで南北方向が卓越す

る(第12図).

このように見てくると南関東

に南北性の断裂があったとしても

おかしくはたい.しかしアｰ

ツ映像で見られる南北性の断裂を

示唆するパタｰンは単に顕著な

断裂方向が見出されたというだけ

にとどまらずその断裂系の性格

についてもあるヒントを示してい

るように思われる.分布上と

のような特長があるかは前頁に記

＼

一

グ

稀

ぐ

〔､

第14図北伊豆地震(1930)の時に地表に現われた

活断層系A芦湖(NE性)断層;B

芦湖(NW性)断層;C丹那断層;D

下畑断層;E加殿断層;F姫湯断層;

G熱海断層;H池ノ山断層因山

(1939)より

第13図関東山地の､アｰツ映像拡大図第2図Bより�
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したが既知の断裂系と比較して今度新しく“発見"

されたこの南北性線形パタｰンかアｰツ映像の上で示

す特長を次にまとめてみよう.

1.既知の断層狂どは地形的特徴の線状配列として表現されて

おりこれらの映像での表現カミときに若干カｰブしたりし

て“円み"を帯びているのに対してこの南北性断裂は非

常にsha工p恋線で表現される.

2.さらに具体的な考察を試みるとこの南北性断裂を示唆す

る線形は非常に密度の大きい状態で分布しながら個々の

線は短かくかつするどい直線状を呈しているので節

理とか小断層とか比較的小規模荏断裂に関係しているの

ではないかと思われる.

3.他の地形的要素や地質構造要素をすべて切っているように

見られる.もしこの観察が正しいとすると最も新しい

断裂系があるいは極めて新しい断裂系であると言えよう

この事は今迄知られている地質的資料ともよく調和する.

4.分布する範囲が広くかつ方向頻度がその広い範囲で

極めて安定していることはこの断裂系の原因となったも

のがかなり広域的なものであることを思わせる.

このように考えると南関東で地質年代的に新しい時

期の断裂は走向性断裂のようにもっぱら堆積構造に関

係するものを除いては(1)西北酉一東南東(2)南北

の2種がもっとも重要なものとしてよいのではないだろ

うか.

5.再び南北性断裂系1二ついて若干の考察

南北性断裂カミ新しい時期のものであろうということは

以上に考察した通りだが第3節に述べたようにこの

断裂系は第四紀火山岩地帯には及んでいないのである.

さらに詳しく見ると富士東南の愛鷹山とか蓼科山のよ

うに開析の進んだ火山にも断裂系は及んでい狂いが甲

府北方の帯那山付近とか妙義山北方の霧横山付近とか

の第三紀後期とされる火山質堆積岩は切っているようで

ある.したカミってこの系の主要な活動時期は第三紀

後期から第四紀にかけての頃ではないかと一応考える.

第3節で挙げた特長のうち中古生層に強く発達し

中新統鮮新統と時代が若く在るほど弱くなるというこ

とは岩石の物性の差すなわちこれらの若い堆積岩ほ

ど圧緊作用カミ未熟な段階にあるためにb工ittle(脆的)

な性質が弱く割れ目を形成する能カガミ低いからである.

これに反して火山岩はbritt1eな性質カ茎強いのでこの

よ'うなことはない.したカミって周辺の地層に見られる

断裂が火山岩に及んでいないということは火山岩の噴

出以前にその断裂カミ作られたと考えてよいであろう.

さらに北伊豆地震における丹那断層などの活断層の

出現利根川上流流域(沖積層?)や榛名山東麓に現出

していることはこの断裂系の活動がその後もある場所

では続いていることを思わせる.

沸

�

㌫㌧〆

＼～

＼

箏ド㌶

ざ!

､㌦

ギ

ゴ'1･･

暮脚i冊ulo

＼

〆

㌧メ

紬匁メ

関東山地から丹沢山地にかけての断裂系の発達状況を

地質図と対照しながら見ると断裂の密度間隔写真

上での現われ方荏どは岩質地層区分に関係恋く一様

である･この地域を構成する地層は周知のように三

波川変成岩類秩父古生層鳥巣石灰岩を含む中生層

小仏層灘(古第三系～白亜系)および丹沢の御坂層と

それを貫く石英閃緑岩である.これらの地層を構成す

る岩石はいずれもか荏りbritt1eな性質が強いので断裂

系が強いパタｰンで現われることは首肯できるがこの

ように多岐にわたる岩石の種類に関係放く発達状況がき

わめて普遍的なことは分布カミ広範囲であることと併せ考

■T
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第15図伊豆半島およびその近傍における火山測火口

分布(点線部分)と推定される地殻主応力の

方向(矢印)中村(1969)より

第16図相模湾および東京湾南部の海底地形南北方向の海底崖地形竜洛所にみえる

木村(1973)より�



一11一

えて断裂系の原因となった管カガミかたり深部からもた

らされたものではないかと思わせる.

さでこのような筆者らの推定が正しいとすれば南

北性の要素はおそらく第四紀以降の地質現象や地形にも

何らかの形で反映されているべきであろう.

北伊豆地震における活断層(第14図)は著者らにとっ

てもっとも都合のよい例である.地震直後に調査した

田山によれば丹那断層は一続きのものではなく西北酉一

東南東方向の右ずれ断層によりいくつかに切断されて

いる.この西北酉一東南東断層の変位の性格は三浦半

島の活断層と同じセンスである.

関東山地の東縁には古くから南北方向の断層が潜在し

ていることカミ予想されていた(たとえば垣見ほか50万分

の1地質構造図1973).今回映像ではこの種の断層

の位置を与えるような線状構造ははっきりとは見出せ

なかった.わずかに厚木市の東方2～3長mに中津一愛

甲に沿って南北方向の線形が見られこの種のものに属

する疑いがある.しかし東縁に沿って基盤岩中に南

.化性断層のあることは十分に可能性のあることだといっ

てよいであろう.相模川の流路が下溝より河口まで約

25kmにわたって山地部の南地性の断裂系と正確に平

行していることはきわめて印象的である.

秩父盆地から丹沢山地を通る地帯の南北性断裂は非常

に顕著で幅約30たmの広さで断裂が鬼石･御荷鉾山あ

たりから発し秩父盆地の下を潜って武甲山天目山･

雲取山だと奥多摩･奥秩父の山嶺を貫き丹沢山地を縦

断して長さ100kmに及ぶ距離に伸びているのが映像上

良く観察される.この断裂系はそして箱根連山の下

に潜り抜けようとしているかのように消え失せるのであ

る.これを見る人は恐らく誰でも箱根火山およびそ

の南に南北に連る湯河原多賀宇佐美などの諾火山カミ

帥↓
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この南北性断裂と関係して次々と噴出したのではない

かと考えたい誘惑にかられるであろう.

中村(1969)は富士火山大島火山箱根火山におけ

る側火山の配列がほぼ北西一南東に配列することから

これらの火山を含む地域カミこの火山活動の時期(現在

～数万年前)に北西一南東方向を最大圧縮鹿力とする広

域的応力場にあったことを推定している.北伊豆活断

層系から推定される主応力場(中村同上)も関東大地

震時の主応力場(金森ら1973)も同様な応力場を示し

ている.このモデノレを採ると南北性の断裂は右まわり

の水平ずれ断層であり勇断性割れ目である.しかし

房総関東山地あるいは富士川流域にみられる同方向

の地質時代断層はむしろ縦ずれの性格を持っている.

これについては以前には異った性格の割れ目として生

成されたものが広域応力場の変動によって変位の性格

を変えるようになったと考えられる.

関東大地震時の活断層と推定される相模湾の断層は7

頁で述べたようにいろいろな資料から北酉一南東方向

とされているカミ相模湾の海底調査(木村1973)によ

ると湾の中央を走る海底崖や海底谷には南北方向の成

分が多くこのような地形面に反映されている南北方向

の要素はおそらく同湾の活断層系にも当然何らかの関

連を持っているであろうと推定される(第16図).金

森ら(1973)は測地モデノレ(第10図B)とともに初動

分布などの地震的デｰタによる断層モデル(第10図A)

を提出しているのだがこの地震モデノレの断層面は走向

N70.W傾斜北々東34､ある.この走向は三浦半島

や北伊豆の右ずれ活断層群の走向にほぼ類似している･

北伊豆地震のときと同じように関東大地震の海底活断

層も南北性左ずれと西北西一東南東右ずれの組合わせで

.あり関東大地震のときには後者の活動の方カミ大きかっ

たのではないだろうか.第17図は室

内実験で勇断破壊を行なう岩石中で破

壊がどのように進んで行ったかを示す

ものであるが(HosEIN0andKoIDE

1970)大破壊直前に見える共役割れ

目(同図左)のどちらカミ大破壊に連な

るかはどちらの方向が力学的に弱い

かによって決まるのである.北伊豆

では南地性が弱く相模湾そば西北酉

一東南東が弱いと考えられないだろう

か.もしある断裂系カミ現在活動中

であるとすれば地震活動の中に当然反

映されているはずである.関東地方

の微小地震活動をまとめた津村(1973)

第17図室内実験で確められた主破壊と微小破壊の割れ目の関係左は主破壊寸前右は主破壊

終了後主破壊を形成する大断裂は方向の異なる小断裂のイナズマ状組合わ世で構成さ

れていることに津目されたいHos剛NoandKoエDE(1970)より�
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によれば大変興味深い結果カミ報告されている.深度別

に作られた微小地震の分布図によると深度100km付近

より震源は南北方向に配列する傾向カミ目立ってくる(第

19図A)･このような深発地震の層構造(津村1973)

は走向ほぼ南北のまま西に行くにしたカミって深度を深

し深度150～180k皿で映像上で南担性の断裂カミもっ

とも強く明瞭であった秩父一丹沢帯の直下に位置するよ

うになる(第19図C).筆者らはさきに述べたように南

北性の断裂は広域がつ深部の営力に関係するであろうと

いう予想を持ったのだカミ地殻深部における地層断裂の

機構に未知の要素カミ多い現在果してBeni0丑帯上にお

ける地震活動が地表の断裂系と直接の関係があるのか

あるとしてもどのような機構なのかについてまではこれ

以上の議論は差控えたい.

ここでみた南1雌の断裂は以上享こ考察したように実態

は節理･小断層だとの小規模断裂である可能性カミ大きい

カ茎大構造にも何らかの意味で関連カミあると思われる.

ところでこの南北性断裂はた苦いままでの航空写真に

は気づかれなかったのだろうか.アｰツ映像で南地性

断裂の間隔を計ってみると線型の間隔ぽ2'から3止mで

ある.これを4万分の1の縮尺で考えると5.0から8.5

Cmである.このように大きい間隔では従来の航空写

真でなかなか認められなかったのも当然であろう.

6.あとがき

衛星写真あるいは映像カミわれわれに非常に興味深い情

報を与えてくれるであろうということは筆者らカミ期待し

第18図第17図の微小割れ目の顕微鏡写真

ていたことであったが実際に手にしてみるとまず意外

なという印象カミ先であった.筆者らだけでたく南関

東中部にこれほど強い南北性断裂系カミあるとはおそらく

本稿を読まれるだれも予想していなかったのではないだ

ろうか.

当初は衛星写真の地質学的問題解決への赤川の効果は

どんな工合であろうか今までのデｰタとまず比較して

みようではないかという軽い気持であった.アｰツ映

像の利用法についての紹介というのが本稿執筆の動機で

あったし映像を検討する契機でもあった.それが思

いがけない方向に外れてしまった.この南北一性のパタ

ｰンは一体何だろうかという強烈な好奇心か先行して

本稿はアｰツ映像の紹介記事にしては偏ってしまい

といって副題に掲げた南北性断裂系についても徹底しな

い感のあるまことに中途半端なものにたってしまった.

いずれ後者についてはあらためて報告を行在うつもり

である.しかしたから筆者らとしては今回南北

性に関する既知のデｰタについては一歩利用できるもの

は当りそれが何であるかという問題に対してはたし得

る限りの考察をしたつもりである.さらに南北への延

長はどうなるのか.早急に残りの他地域の映像につい

ても検討を行なってみたいと考えている.

本稿はアｰツ映像の利用と南関東の断裂系についての

新らしいデｰタについてのニュｰスとしてまず報告しよ

うということでまとめた.足りないところ至らない

ところについて各位の御叱正をいただければ幸である.

最後に一言感想として追加しておきたいことは一度

に185km×185たmという広い範囲の一望カミ可能と恋っ

だということである.また従来の調査法では点と線

の観察から全体がまとめられていたのに対してこのよ

うなシノプテイクな観察では大きな枠組みが予測(限度

があることは当然であるカミ)できる点である.大きな

枠組みの予想に立って従来の調査法がより効果的に推進

できまた点と線の調査では不可能な観察ができるとい

うことである.

(筆者らは燃料部応用地質部長)
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第19図関東地方における微小地震震源(1971年7月一1972年6月)

A;深度80-89kmB;深度110-119kmC;深度160-169

kmD;東西断面.津村(1973)より
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